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1．はじめに
　昨今、位置情報センサーはスマートフォンにも実装されており簡単にデータ取得できる。
メンバーの一人、發知の修論では、「GPS を用いた情報可視化とジオビジネスへの展開1）」を研
究し、アプリの形で人の位置情報が簡単に取得できることと、その近辺情報を地図に表示でき
ることを証明した。これは屋外では GPS 情報を得やすいことを利用しているが、一方、GPS デー
タを拾いにくい屋内位置情報に関しては、i ビーコンを利用することなどが提案されている。
　このように人の歩行データを取得できれば、それを空間情報に落とし込むこと（可視化）が
出来、それにより例えば①大学内で学生たちがどこで混雑を感じているのかどこで休憩してい
るのか、や②地域のオープンフィールドでどこに「ひとだまり」が出来るのか、③それは空間
の形状をデザインしなおさないと解決しない問題なのか、それとも利用形態を変更する工夫が
存在するのか、など具体的な問題を解決するツールとしても使える。
　既刊本「位置情報ビッグデータ2）」を研究の手始めに、基礎情報を勉強した。
2．既存研究の流れ
　既存研究の流れは、実際の歩行を観察する事例研究からスタートし、歩行モデルを作成する
ための多くの実験や理論構築を経て、最近では、モバイルデバイスを利用して直接データを収
集する方法に変化している。
2.1　実験や観察などから歩行モデルを作成する方法に関して
　人間の歩行特性を知ることは、混雑時、災害時の危険回避の方法を探るのに有効である。
1972 年千日デパートビル火災、1982 年ホテルニュージャパン火災が起き、事例研究が
された3）など。一方、駅構内やイベント会場での混雑を緩和するために、群集歩行を流動に見立
てた研究がある（山田 1973）4）。また、大規模災害時（地震時火災など）からの避難研究に、
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歩行者の実験を適用し、シミュレーションモデルを構築する研究がある（忠末ら 1986）5）。
歩行モデルとしては、磁気モデル（岡崎ら 1979 〜）6）、セルオートマトンの応用モデル（近田
ら2000）7）、ポテンシャルモデル（横山ら 1995）8）、マルチエージェントシステムの応用モデル（南
ら 2002）9）、など枚挙に暇がない。
　これらの歩行モデルが、観察実験あるいは理論構築から組み立てられる傾向であったのに対
し、画像解析技術の高画素化、低価格化によって、ビデオ動画そのものを解析しようとする研
究が出てきた。初期はそれでも動画上の人物を視認するなどアナログ処理も多かったが、次第
に自動化、高速処理化されてきた。
2.2　ビデオ解析から歩行の異常を検知する方法に関して
　可能性の追求は 1990 年代から始まり（辻本ら 1992）10）、画像解析を使って、異常歩行行動
をしている者を特定しようという研究（渡辺ら 2012） 11）が、建築都市研究ではなく機械学会の
ほうからされている。また近年では、監視カメラから自動的に人物を特定する研究にまでつな
がっている（矢野ら 2016）12）。
　さらに近年では、一人一人が保持しやすいモバイルデバイスの GPS 機能やアプリを利用し
て、直接歩行データを収集して分析する方法が研究されるようになった。
2.3　モバイルデバイス等を利用して直接個人の歩行データを収集する方法に関して
　モバイル機器が一人一人に行き渡るようになり、ナビゲーション、健康維持、センシングな
ど、様々な目的で個々の歩行データ収集分析研究が進むようになった13）。当研究メンバーも、
特にモバイル機器で計測可能な位置情報を元にそれぞれの研究テーマに応用可能か調査するこ
とにした。
3．位置情報ビッグデータの要素技術
　参考文献 2）からの引用を示す。「既に多くのモバイル機器に GPS や Wi-Fi などの受信チッ
プが搭載されているので、測位やセンシングが容易になった。最もポピュラーな使い方はマッ
プによって可視化することだ。」得られたデータは、簡単に緯度経度変換できる。まだ精度に
はばらつきがあるが、簡易なアプリ開発が可能である。
　例えば、次のようなコードであれば、特にプログラミングを習得した者でなくても、テキス
トデータとして入力可能であろう。
　これは HTML5 という、スマホでもタブレットでも動く（ブラウザがあれば良い）位置情報
取得コードを示している。このコードを拡張子 .html で保存するだけで、位置情報が表示できる。
getgeo.html
<!DOCTYPE html>
<html>
<head>
<title> あなたの位置情報（緯度経度）です </title>
<meta charset=utf-8>
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<script>
navigator.geolocation.getCurrentPosition（show_position）;
function show_position（position）{
  var p_text = "Latitude: " + position.coords.latitude + "<br>";
  p_text += "Longitude: " + position.coords.longitude + "<br>";
  document.getElementById（"result"）.innerHTML = p_text;
}
</script>
</head>
<body>
あなたの位置情報（緯度経度）です <span id="result"></span>
</body>
</html>
　http://cat.tama.ac.jp/hiro/getgeo.html
に同じコードを置いてあるので、URL をコピー＆ペーストして試すことが可能である（図 1）。
図 1　ブラウザから位置情報を得る
　他に、i ビーコン、PlaceEngine（http://www.placeengine.com/）、ソニーのアプリとつな
げるセンサータグ MESH（http://meshprj.com/jp/）等の調査、有用性を検討した。MESH
タグは人感センサ、動きセンサなどをアプリから手軽に扱えるのがよかったが、アプリが動く
iPad などを一緒に持ち歩く必要があるため、常時設置するには他の方法を検討するほうがよ
い。
図 2　MESHタグ～センサーとアプリの説明（公式サイトより）
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4．今後の展開
　今年度は、歩行研究の流れを概観し、最近の位置情報ビッグデータの要素技術を紐解いた。
今後、各研究課題に応用可能かどうかを検討していく。現在設定されている研究課題は、次の
ようになっている。
 ①彩藤〜オープンフィールドにおける「ひとだまり」の創出
 ②出原〜ドローンによる歩行データ取得研究
 ③久保田〜可視化された空間情報の統計分析
 ④黒瀬〜学内の施設利用状況調査
 ⑤発知〜ジオビジネスのためのアプリ開発
 ⑥鈴木〜位置情報ビッグデータの可能性
 ⑦相澤〜ビーコン利用の可能性
参考文献・参考サイト
1） 發知良幸「GPS を用いた情報可視化とジオビジネスへの展開」，大学院修士論，2014
2） 神武直彦， 関治之， 中島円， 古橋大地， 片岡義明「位置情報ビッグデータ」，インプレス R&D （2014/3）
3） 堀内三郎・船井美彦・北山啓三「ビル火災における避難行動の事例研究」， 火災， Vo1. 23， No. 4， pp. 
37 〜 45， 1973
4） 山田学「群集流動モデル―敷地内における流動」，都市計画， 1973
5） 忠末裕美「広域避難を想定した歩行実験による経路選択行動についての分析」，第 21 回日本都市計画
学会学術研究論文集， 1986
6） 岡崎甚幸「建築空間における歩行のためのシミュレーションモデルの研究 : 磁気モデルの応用による
歩行モデル」日本建築学会論文報告集， 1979
7） 近田康夫，廣瀬智士，城戸隆良「CA を用いた歩行シミュレーションモデルの構築」土木情報利用技
術論文集， 2000
8） 横山秀史，目黒公郎，片山恒雄「避難行動解析へのポテンシャルモデルの応用」土木学会論文集， 
1995
9） 南一久，村上陽平，河添智幸，石田亨「マルチエージェントシステムによる避難シミュレーション」
人工知能学会全国大会論文集， 2002
10） 辻本誠，志田弘二，建部謙冶「歩行解析への画像処理技術の応用に関する研究」日本建築学会計画系
論文報告集， 1992 
11） 渡辺崇， 金井謙二「人の歩行軌跡の累積に基づく異常行動の特定」日本機械学会論文集（C 編） ノート，
2012
12） 矢野光太郎，河合智明「監視カメラにおける映像認識の動向」日本画像学会誌， 2016
13） 野嶋栄一郎「オープンフィールドにおける人間の行動軌跡を測定する簡易アクトメータの開発」平成
4 年度科研費成果報告書， 1995
231603_多摩大研究紀要_No.21_本文-4校.indb   224 2017/01/24   19:07:06
